
 

報告資料５ 

第７回 地域づくり部会 会議概要 

日 時 令和４年 10 月 27 日（木） 午後３時 00分～午後３時 30分 

会 場 北地区コミュニティセンター ホール 

出 席 委 員 
五十嵐委員、阿部委員、鶴巻委員、皆川（英）委員、清水委員、中嶋委員、神田

委員、皆川（靖）委員、本間委員、佐久間委員 
欠 席 委 員 横山委員 
事 務 局 
関 係 課 

落合課長、古寺北出張所長、地域総務課（中川課長補佐、菊地係長、神田副主査、

五十嵐主事） 

会 議 要 旨 

●10/1 開催「キテ・ミテ・キタ区役所」への防災ブース出展の成果報告 

 概要：水消火器体験、浸水ＡＲ（ＮＨＫ協力） 

    推計 800 人来場 

●10/16 開催「みんなであそんでまなぼうさい in 濁川」の成果報告 

 概要：午前 10時～午後３時 

    濁川コミュニティ協議会と共催。濁川中学校と連携し学生ボランティア

の参加あり 

    ジャッキアップゲーム、AED・応急手当体験、防災グッズつくり、 

水消火器・煙体験、パッククッキング紹介、消防車展示 

122 人参加（大人 68 人、54 人） 

➡実施したアンケートを委員と共有し、今後の発信や取組みについて検討するこ

ととした。 

 

●11/20 開催「みんなであそんでまなぼうさい in 木崎」の実施計画について 

➡概ね承認 

 今後、主催者である木崎小学校 PTA 体育部と連携しながら実施に向けて進めて

いく。 

 また、木崎中学校の学生ボランティアを計画しているため、調整を進める。 

 

 

 

 

 



第７回 福祉教育部会会議概要 
 
日 時 令和４年１０月２７日（木） 午後２時４５分～３時４０分 

会 場 北地区コミュニティセンター 講座室 ２ 

出席委員 
清水(博)委員、有田委員、樺山委員、斉藤委員、佐藤委員、 
本間委員、遠藤委員 

欠席委員 横山委員、神田(恭)委員、藤原委員 

事 務 局 
柬理副区長、高山課長（健康福祉課）、上村教育支援センター長、 

渡辺館長（豊栄地区公民館）、佐藤（地域総務課）、今野（地域総務課） 

 
内 容 

提案事業「応援します、あなたの一歩」講座について 

ふりかえりと今後の予定について会議を行った。 

 

（１）開催してみての意見、感想 

清水委員：周りの人たちのために何かしたいという人はいるが、大きな所に 

     出ていけない。それを解決するにはどうすればよいか。 

遠藤委員：もう少し多くの人から参加してもらうにはどうするべきか。 

     ワクチン 3回接種、全 3 回のハードルが高かったようだ。どうし

たら一歩を踏み出してもらえるのかが課題。 

本間委員：一つの事業を成し遂げたことにより、一体感を感じた。自分自身

も含めてはじめの一歩の大切さを実感できた。 

樺山委員：地域内なら行けるが、区役所に３回行くことはなかなか大変。 

     もう少し小さな所で開催すれば参加してもらえたかもしれない。 

佐藤委員：自分のためになった。本音が聞けて良かった。 

     来られた方は女性だったが、男性は地域のことに参加している 

イメージがある。気付かなかったことに気づけた 

有田委員：「自分ができることを無理なく行動する」という言葉が印象に 

     残った。どうしたら「一歩踏み出す人」に来てもらえるか検討し

たい。 

斉藤委員：気軽に講座に参加できるように工夫したい。 

新しい風を入れたい。 

（２）今後の計画 

新潟医療福祉大学の先生、学生から福祉に関する講演（実技付き）を行う 

会場：新潟医療福祉大学 ※可能であれば施設見学も兼ねる 

日程：令和５年３月頃 

対象：自治協議会委員、一般の方 

内容：（案）腰痛体操、健康体操、フレイル予防、認知症予防体操 

   自分の健康と介護の予防に役立つ情報を知るための講座 など 

（次回までの宿題） 

・広報など周知方法を考える 

 



第７回 自然文化部会 会議概要 

 

日 時 令和４年１０月２７日（木曜） 午後 2時 50 分～午後 3時半 

会 場 北地区コミュニティセンター 講座室 1 

出 席 委 員 
伊藤部会長、諏訪委員、平松委員、前田委員、山賀委員、小日向委員、 
寺山委員、本田委員 

欠 席 委 員 渡邉副部会長、 

事 務 局 

関 係 課 

産業振興課（横木課長・小山係長）、区民生活課（宮澤係長）、 

地域総務課（五十嵐課長補佐、深沢主査） 

会 議 要 旨 

令和 4 年度 自治協議会(自然文化部会)提案事業について 

〇１１月５日（土）トークセッション 

「ビュー福島潟名誉館長 遠藤麻里さんと語る 福島潟の楽し

み潟（かた）」 

申し込み状況 １０月２６日現在 ９４人 

   

  内容の確認（タイムスケジュール調整・クイズ等）及び、 

当日役割分担について打ち合わせを行った 

 司会 渡邉委員 

 その他、受付・会場整理・進行補助を全員で行う。 

 

進め方について、DVD をプログラムの中で上映するのではなく、

開演前に会場で流すこととした。 

 →DVD が落ち着いた内容のため、途中で流すと雰囲気が変わる

ため 

 

 

 

〇フォトコンテスト 
１０月２６日現在 ５８名（重複あり）応募 

  12 月の部会で審査を行う。 
 

 


